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「野球移民」を生みだす人びと
―ドミニカ共和国とアメリカにまたがる扶養義務のネットワーク―

■1990年代以降、欧米のプロ・スポーツ界を中
心にアフリカ、中南米出身の外国人選手の活躍が
目立つようになった。アメリカのメジャーリーグ
・ベースボール（MLB）においても、ラテンア
メリカ出身の選手が増加するようになったが、な
かでもドミニカ共和国（以下、ドミニカ）出身選
手の数は突出している。その背景には、急速に拡
大するグローバル化の影響があり、プロ・スポー
ツ界が安価な人材を発展途上国に求めはじめたこ
とがある。しかしながら、これまで、彼らを送り
だす社会の側に軸足をおいて、その発生要因を出
身社会の文化との関わりから検討されることはな
かった。
本発表の目的は、ドミニカからアメリカに渡る

野球選手（「野球移民」）の存在に注目し、彼ら
の移住経験をとおして浮かびあがる「母親中心家
族」を起点とする扶養義務のネットワークの存在
を、「野球移民」と送り出し社会の人びとの相互
交渉に着目して明らかにすることである。
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